幼児教育における領域「言葉」の中心と展開―幼児と言葉に関する哲学的考察― by 村田 康常
















































































































































































































































































































　以上のような情態性における世界内存在の「気づき」は、2017 年 3 月の改正によって「幼
稚園教育要領」の第１章「総則」に新設された「第２	幼稚園教育において育みたい資質・
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　本論文では、「遊びを通しての指導」を中心とするとされる幼児教育の「言葉」
の領域に関して、言語哲学の立場から原理的な問いかけを行った。考察のための
視点として同心円の比喩を用いて、まず、「遊び」を中心とするという幼児教育
の根幹を波紋のように広がる同心円に喩えた。その円周が一番外で外接してもの
が、知性に焦点的に働きかける教育としての知育である。続いて、言葉とは何か
という根本的な問いを取り上げ、これを幼児の世界と言葉という観点から問いつ
つ、幼児の世界が言葉とともに開けていくプロセスを言語決定論の批判的検討を
通して問い直し、幼児が言葉を獲得するプロセスを「情的知」の躍動と理解して、
これを語の最も広い意味での「遊び」と捉えた。子どもが言葉を獲得するプロセ
スは、このような言葉の獲得にともなう世界開示の活動としての「遊び」である。
それは情緒的・感性的に躍動する生命活動の中で好奇心や面白さをともなった知
的活動が展開していく「情的知」のプロセスである。
